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地域金融機関のシステム化

-アプリケーションパッケージを中心として-
SYStematization of RegionalBanks

-UsageofApplication
Package一

都市銀行の第3次オンラインシステム構築の波が,地域金融機関に押し寄せ

ている｡地域金融機関では,先発都市鮫行のノウハウを利用したシステム開発

への期待感が強く特に勘定系システムを中心とした業務の分野では,アプリケ

ーションパッケージの適用が活発化してきている｡

日立製作所では,以前から金融機関向けアプリケーションパッケージの開発

に積極的に取り組んでおり,着実に適用実績を挙げてきているが,特に第3次

オンラインシステム対応の地域金融機関向けシステムコンセプトをまとめ,そ

れに基づいたアプリケーションパッケージ群を新たに開発した｡

口 緒 言

最近の金融機関を取-)巻く環境は著しく変化している｡金

融自由化の名のもと金融,保険,証券及び流通業界の垣根が

取り払われようとしている｡いったん目を海外に向けると既

にその傾向は著しく,特に米国では総合金融サービス機関化

に向けて各業界がしのぎを削って競争している状況である｡

このような環境下で,地域金融機関にも都市銀行の第3次

オンラインシステム構築の波が押し寄せている｡勘定系を中

心に収益管理のできる基幹システムへの再構築を行い,その

勘定系を軸として情報系,本部業務系,外部接続系及び営業

店システム系をそれぞれ開発し,総合銀行情報システムを実

現するものである｡地域金融機関もこの第3次オンラインシ

ステムを早期に実現し,ALM(AssetLiabilityManagement)

を指向して金融自由化の荒波を乗-)切らなければならない状

況である｡

凶 地域金融機関のシステムコンセプト

2.1次期システム構築の背景

金融機関を取り巻く環境は,｢低成長経済+の恒常化に加え,

いわゆる｢金融の自由化+の進展により大きく変化し,かつ

厳しいものになっている｡｢金利の自由化+を契機とするユー

ザーの金利指向の拡大,｢業際化+進展に伴うノンバンクの攻

勢など,マネジメントの質しだいで金融機関の収益格差の拡

大が予想される｡このような状況下では,(1)合理化･省力化

の実現,(2)マーケテイング重視の営業の推進,(3)フィービジ

ネスヘの転換･総合サービスの提供などの新分野の拡大とい

った諸方策による対応が要求される｡

また,既に稼動している現行システムについては,ファイ
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ル及びプログラム構造の陳腐化によって,システム体系の大

幅拡張不可という事態が生じている｡それに,新規業務追加

の増大とあいまって,バッグログ(未解決案件)が急増する状

況である｡

これらの問題に対応するための次期システムの要件とアプ

ローチをまとめたのが図1である｡前述の銀行を取り巻く環

境や諸問題を考慮すると,次期システムの要件として次の4

点が挙げられる｡

(1)収益管理を実現するシステムであること｡

(2)商品の多様化に柔軟に対応できるシステム体系を確立す

ること｡

(3)機械化による合理化･省力化を推進し,高効率化を実現

するシステムであること｡

(4)戦略的経営を実現するシステムであること｡

しかし,先発都市銀行の場合と異な-),地域金融機関の場

合は,先発行のノウハウを利用したシステム開発に期待感を

持っており,殊にシステムコンセプト･情報及びアプリケー

ションパッケージの提供を期待している状況である｡特に,

勘定系システムを中心とした分野ではアプリケーションパッ

ケージの適用が活発化しているのが現状である｡こういった

地域金融機関の期待感に対して,業際戦略,新業務戦略を支

援するシステムコンセプトを確立し,アプリケーションパッ

ケージの開発と適用を推進していくことがメーカーの責任と

言える｡

2.2 次期システムのシステムコンセプト

前節では,金融機関を取り巻く背景や現行システムの問題

点から,業務処理上の要請として次期システムの要件を4点

*日､土製作所大森ソフトウェア工場
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銀行を取り巻く環境

●金融の自由化

●利ざやの縄小

●経済成長率の低下

●収益の伸び率低下

●産業構造の転換

●社会的責任の増大

次期銀行システム

●主要業務ごとのサブシステム構築

●システムの開発･保守の効率化体制

の確立

●管理会計に基づいた銀行情報体系の
確立

●行内外ネットワーク体系の構築

⊂〉

要求される対応策

●営業推進

●商品の多様化

●サービスの高度化

●黄金運用,調達の多様化

●業務の効率化

●フィービジネスの推進

●情報産業化の推進

現行システムの問題

●新規業務追加時の作業負荷大と
不安定

システムの

●ハード･ソフトの限界構造ネック

システム構築のアプローチ

くコ

図l次期システム開発の背景と展開

に対応できるシステムであることである｡

●システム構造の全面更改

●業務システムの段階的分散開発

●はん(汎)用ソフト活用

●システムの共同開発･流通

●システムコンセプト

情報の提供

●アプリケーションパッ

ケージの提供

く〕

0

⊂]

次期銀行システムの要件

●収益管理を核とLた業務システムの
確立

●新商品に柔軟に対応できるシステム
体系の確立

●高効率経営のための機械化充実

●マーケテイング戦略推進のための情
報システムの拡充

J〇
システム環境に求められる要件

●環境変化,要求事項に対する迅速,
確実な対応

●各サブシステムの有機的結合による
データの共有化

●拡張性,柔軟性信頼性に富んだシ

ステムの確立

メーカーとしての責任

●業際戦略新業務戦略を支援するシステムコ
ンセプトの確立

●アプリケーションパッケージの開発と適用推
進

メ
ー
カ

1

に

対
す

る

期
待

次期システムの要件は･(り収益管現(2)戦略的経営,(3)高効率化を実現L,(4)商品の多様化に柔軟

導き出した｡本節では,前記の諸要件を満たすため,システ

ム側でいかに対応すべきか,それを次期システムのシステム

コンセプトとして示す｡

次期システムのシステムコンセプトは次の3点に集約でき

る｡

(1)更に徹底した事務の合理化･省力化

イメージ処理,LAN(LocalAreaNetwork)などの新技術

を取り込むことによって営業店,本部各部門のいっそうの合

理化･省力化を進め,人員削減を目指す｡

営業店の事務処理に関しては,イメージ処理,LANといっ

た新技術や営業店ローカルデータベースの導入によって合理

化･省力化を図る｡

一方,本部業務に関しては,本部内の業務を支援するシス

テムを構築し,合理化･省力化を図ると同時に,各種文書の

管理などの本部事務処理の支援を行うことで本部事務の生産

性を向上させる｡

(2)総合金融･情報サービス業化への対応

地域金融機関が,多角化経営による相乗効果を期待し,総

合金融サービス業者として総合サービスを提供するという傾

向が一般的になりつつある(表り｡

こうした状況下,金融機関の提供するサービスは,従来の

決済情報を中心としたサービスから顧客の経営,経済活動に

寄与する投資運用情報サービス,コンサルティングサービス

などの高度な情報サービスへと変換を迫られる｡
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(3)戦略的情報の整備と活用による収益確保

前節2･け触れたように,｢金融の自由化+とそれに伴う｢業

際化+の進展,｢低成長経済の恒常化+を背景にマネジメント

の質しだいで銀行間の収益格差が拡大する状況である｡した

がって,競争を有利に展開するには戦略的な経営を打ち出す

ことが必す(須)であl),そのために戦略的情報システムを確

立して本部,営業店に情報を提供することになる｡

表l我が国の総合金融サービス化の例 地域金融機関も,子会社

を活用した相乗効果を指向Lている｡

銀行

業務 ＼ A行 B行 C行 D行 E行 F行 G行

本社業務

支援

付随業務

周辺業務

＼､//

総合

サービス

銀 行 事務 代 行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃

銀 行福 利 厚 生 ⊂) ○ ○

計 算 受 託 ○ ○ ○ (⊃ ○ ○

借 用 保 証 ○ ○ (⊃ ○ ○ ○ (⊃

ク レ ジ ッ ト ○ (⊃ (⊃ (⊃ ○ (⊃ ○

フ ァク タリ ング ○ ○ (⊃

リ ス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ベンチャーキャピタル ○ ○ ○ (⊃

経 営 相 談 ○ ○

保 険 代 理 ○ ⊂) ⊂) ○ ⊂) ○ ○

不 動 産 (⊃ (⊃ (⊃ ○ (⊃

経 済 研 究 ○ ○ C)

注:地方銀行各行子会社の業務(昭和60年)



今後,激化する競争に対処するため,上記要件を満たすシ

ステム作りが要求されるが,そのシステムを目的別に大別す

ると次のように分けられる(図2)｡

(1)営業店システム

営業店システムは,業務処理の効率化を指向している｡営業

店勘定処理については,機械化範囲の拡大で合理化･省力化を

推進する一方,一般行員の運用に依存するローカル業務処理

については,システムOA(OfficeAutomation)化で対応する｡

(2)勘定系システム

対顧客業務処理を対象としているが,顧客管理,運用管理

も含めた勘定処理の充実が図られており,システム自体の高

性能･高信頼性が要求される｡

(3)外部接続系システム

外部接続系システムは,ニューメディアネットワークへ早

期対応を図り,回線の自由化に伴う企業･家庭に対する情報

サービスの提供を目的としている｡

(4)情報系システム

金融機関の経営は,PLAN(計画)-DO(業務処理)-SEE

営業店システム
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(管理)といった経営サイクルで把握できる｡このサイクル内

のDOの部分は,勘定系及び外部接続系システムでサポートし

ている｡これに対して,SEEとPLANでのニーズを満たす役

割を担うのが,情報系システムである｡情報系システムは,

単に計画･管理業務の機械化,システム化の推進にとどまら

ず,それを手段とする業績の向上への寄与をねらいとする｡

したがって,情報系システムの要件は次の3点である｡

(a)営業活動支援の情報提供が可能なシステム

(b)収益管理をサポートするシステム

(C)業務の効率化を促進するシステム

B システムコンセプトに基づいたアプリケーション

パッケージの紹介

第3次オンライン化に対応するため,日立製作所は既述の

システムコンセプトに基づいたアプリケーションパッケージ

開発を進めてきた｡図3は日立製作所が開発した金融機関向

けア70リケーションパッケージのカバレージマッ70である｡

以下,主要なアプリケーションパッケージについて順次紹

3. 外部接続系システム
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4. 情報系システム

戦 略 的 経 営 推 進
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統合データベース管理(ディレードシステム)

注:略語説明

SDS(相互銀行データ伝送システム),OA(OfficeA】tOmation),CMS(CashManagement Ser山ce)

NCD(NegotjableCertificateofDeposit),QSR(Q山ckSystemRestart),CD(CashDispe[Ser)

ANSER(AutomaticanswerNetworkSystemforElectricalRequest),CNS(地方銀行ネットワークサービス)

POS(PointofSales),VAN(Va山eAddedNetwork),DSS(DecisionS]PPOrtSystem)

図2 地域金融機関の情報処理システムのシステムマップ 情報処理システムを目的別に分けると,上記のように分けられる｡
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大 規 模 金 融 機 関

(都市銀行･長期信用銀行･信託銀行･地方銀行)

地 域 金 融 機 関

(地方銀行･相互銀行) (信用金庫t信用組合)

S〕PER-EXPERT

勘定系システム
国

本部業務処理

本部統合情報

処 理

システムOA

情報系システム

フ ァ ー ム

バンキング

地域CD提携

外部接続系
シ ス テ ム

■
｢
■
-
一
-

EFECT CP-FORE旧N

l

__L
_

CAR]Sイ

設計マニュアル

DATAPJAN2
信金向け本部情報システム

2020/2050金融機関向けOAソフト

コンパクトALM

H旧ISC2

+CDNET

一一一一一一+
■
■
●
■
●

注二略語説明

EFECT(Excel加tForeignExchangeonlinerealTimesystem),ESCORT(EffectiveSoftwareforCustomer-SerV-CebasedonOn=neReal一丁imeBankingSystem)

CPイOREIGN(Com昨tePackageo†FOREIGNexchangesystem),HIBISC2(HitachiBa仙ngln†0rmaい0nServiceSystem†0rC]StOmerS2)

DATAPLAN2(Data-basesystemforBankingmanagementPlanners2),ALM(AsselLia州tyManageme【t),LCDNET(Loca事CDNetwork)

図3 日立製作所の金融機関向けアプリケーションパッケージのカバレージマップ 日立製作所の金融機関向けアプリケーションパッケー

ジの適用範囲を示Lたものである｡

介していく｡

3.1勘定系システム

3.l.1 EXPERT

EXPERT(ExperiencedPartnerforEfficientReal-Time

BankingSystem)は,総合オンラインシステムを実現可能に

する地域金融機関向けのアプリケーションパッケージである｡

図4に示すように,預金,融資,為替はもちろんのこと,顧

客管理,日計といった管理業務などサポート範囲は多岐にわ

たっている｡EXPERTは機能エンハンスを逐次行っており,

以下,今後の主なエンハンス機能を記す｡

(1)総合オンラインシステムの実現

外国為替システム及び情報系システムに接続することによ

つて,総合オンラインシステムを構築することができる｡

(2)障害時のサポート機能の充実

ファイルの二重化,ホットスタンバイなど,ハードウェア

障害時の運用機能を充実｡

(3)新端末T860-20のサポート

最新鋭端末T860-20の豊富な接続デバイスによって,通帳証

書の自動発行,OCR(OpticalCharacterReader)の入力を実

現し,JIS第2水準漢字までが使用可能となる｡

(4)ディレードシステムの実現

オンライン処理と並行してバッチ処理ができる｡

3.l.2 EFECT

EFECT(ExcellentForeignExchangeonlinerealTime

54

SyStem)は,金融機関向けFBT(窓口専用端末)を採用した外

国為替業務処理アプリケーションパッケージである｡EFECT

の取扱い業務範囲は,営業店業務,本部業務を包含し,オフ

ラインでは日銀報告,行内管理資料をサポートしている

(図5)｡

また,国内勘定系システムと回線接続することで,顧客管理

や精査業務を含めた統合勘定系システムの構築が可能である｡

以下にEFECTの特長を記す｡

(1)事務合理化の実現

記票･記帳事務の自動化,ドキュメントの自動作成と漢字サ

ポート,センター自動処理などにより事務の合理化を実現する｡

(2)管理機能の強化

顧客元帳をデータベース化し,オンライン照会機能,極度

管理,持高管理など,顧客単位の管理機能を提供する｡

(3)信頼性の向上

ファイルの二重化と自動ファイルリカバリ機能でファイル

障害に対応するだけでな〈,プログラム閉そく機能によりプ

ログラム不良発生時にも継続運転が可能である｡

(4)国内勘定系システムとの接続

取引のログ情報をディレード送信することで,国内勘定系

システムのDB(Data Base),カウンタのオンライン更新が実

現できる｡更に,国内業務の端末から,外国為替の取引状況

を照会することが可能となる｡
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巨×PERT 預金業務

融資業務

債券業務

為替業務

外部接続

管理業務

外国為替
EFECT接続

情報系接続

オンライン
サポート

業務

普通預金

納税準備
預金

従業員預
り金

別段預金

当座預金

定期積金

積立定期
預金

定期預金

通知預金

金

商業手形

手形貸イ寸

証書貸付

代理貸付

支払承諾

公共債窓口
販売

内国為替

他行提携

ANSER

計

顧客管理

●各種名寄せ機能
(個人,世帯,関連先,

など)

●複数勘定日取引機能

●科目間連動機能

●㊥,㊥管理機能

●自動振替機能

●BMP機能

●予約取引機能

●顧客サービス機能

●歩積両建チェック機能

●極度管理機能
(代理貸付,ローンは

除く｡)

●担保管理棟能

●りん(菓)議書作成支援
機能

●延滞管理機能

●自動入金機能

●総合振込機能

●ATM,CD相互利用
機能

●バンクカード機能

●財形期日指定定期預金

●財形年金預金

●全銀RC(TCP)接続

●FBT接続

●積立式定期預金
(スウィングサービス

機能)

●国債窓口販売業務

●営業店ディーリング対
応

●国債定期

●国債総合口座

●国債年金

●未オンライン科目の集
計幾能

●日計集計･精査棟能

●営業店情報管理機能

●顧客情報管理機能

●BMP付帯処理機能

●テーブルメンテナンス

機能

●ジャーナル分類機能

●CMFメンテナンス機能

●ファイル再編成機能

オンラインサポート
プログラム

注:略語説明 RC(RelayComputer),TCP(Term■nalControIProcessor)

BMP(BatchMessageProcessingProgram),CMF(CustomersManagement

File),ATM(AutomatedTellerMac仙Ie)

図4 EXPERTの機能範囲 従来の機能に加えEXPERT(Experi-

enced Partner forEfficient Rea卜TjmeBankingSystem)システムに外国

為替システムと情報系システムとオンライン接続可能にすることによっ

て,総合オンラインシステムを目指す｡

夕国為替 輸 出EFECT
オンライン

外国為替
オフライン

)

注:略語説明

L/C(信用状

輸入

外貨貸付

外貨預金

送金

両替

予約

資金

照会

保証

日次

旬 次

月 次

四半期

期 次

随 時

●輸出手形買取

●輸出手形取立

●輸入信用状

●輸入為替

●手形貸付

●証書貸付

●普通預金

●定期預金

●通知預金

●仕向送金

●被仕向送金

●外国通貨

●旅行小切手

●対顧客先物予約

●対銀行先物予約

●他店預け(当座,定期)
●コールローン,コ▲ルマ

ネー,クリーンローン

●リファイナンス

●顧客属性照会

●特高照会

●取引内容照会

●一般保証

●輸入L/G

●取引一覧表

●特殊取引一覧表など

●店別取扱高月報など

●月次収益実績表

●業務別EXCHANGE取引
明細表など

●非居住者に対する国別債
権債務報告書など

●取次店別収益配分一覧表

●取扱高報告書など

●業務別債権明細一覧表
など

図5 EFECTの取扱い業務 EFECT(ExcellentForeign Exchange

on=nerealTime System)の取扱い業務の範囲は,営業店業務,本部業務

を包含し,オフラインシステムでは日銀報告,行内管理資料をサポート

Lている｡

3.1.3 CARUS-F

銀行での証券業務の事務処理機能と,管理･分析･シミュ

レーションなどの証券運用支援機能をサポートしたのが,本

システムCARUS-F(CapableResourcesforSecuritiesand

FundsManagementSystem)である｡

証券システムとしては,本システムのほかにEXPERTの債

券システムがある｡前者が本部向け証券システムであるのに

対し,後者は国債窓販業務と営業店ディーリング業務をサポ

ートするシステムである｡両者を併用することによって本部,

営業店を結び付けた統合証券システムが構築できる｡

主な特長は以下のとおりである｡
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(1)幅広い業務範囲のサポート

対象とする証券は国債,地方債,事業債,株式などである｡

それに加えて,債券先物取引や登録機関事務処理をもサポー

トしている(図6)｡

(2)事務処理の軽減

各種還元資料をシステムで自動作成するのはもちろんのこ

と,日銀報告,大蔵省検査資料の作成もサポートしている｡

更に,意思決定支援システムEXCEED(ExecutiveManage-

mentDecisionSupportSystem)の採用により,コマンド操

作で様々のニーズに応じた帳票の適宜作成や業務の追加変更

が可能である｡

3.2 情報系システム

3.2.1DATAPLAN2

DATAPLAN2(Data-basesystemforBankingmanage-

ment Planners2)は,本部での各種の管理･計画業務を総合

的に支援する経営管理支援システムである｡

DATAPLAN2の機能は次の2種に大別できる｡

(1)ベース機能

各種実績データの管理･分析を行うために勘定系システム

とのインタフェースを持ち,業務別,目的別のデータを基幹

DBとして保有する｡

(2)収益管理機能

ベース機能で蓄積,保有したデータから経費情報を加工し

て,資産･負債･費用･経費といった情報を的確に把握でき

るようにする(図7)｡

主な特長を以下に記す｡

(1)トータルパッケージ仕様

(a)勘定系オンラインシステム(EXPERT)と完全な整合性

を持っているため,業務に密着した情報を網羅している｡

(b)データの抽出･集約から更新まで含めたDB更新機能を

標準提供する｡

(c)ワークステーション2020/2050からの情報検索グラフ作

成,帳票出力だけでなく各種分析,予測,シミュレーショ

ンも利用できる｡

(2)利用者に密着したマシンインタフェース

情報の解析手段に応じたデータの抽出や利用者の熟練度に

応じたメニュー画面構成ができる｡

(3)ローカルOAとの整合性

ホストデータ(基幹DB)をMMC(Micro-Mainframe

Connection)によりワークステーションへ転送し,分散DBと

して用途別の自由加工が可能である｡

3.2.2 KINDS(Kinyし‖nformationDataSeⅣer)

本システムは,金融機関でのシステム構築で,情報の収集

から蓄積,活用に至るまでの広範囲を支援対象としている｡

主な特長を以下に記す(図8)｡

(1)ディレードシステムの実現

KINDS-DS/DR(KINDSDataSend/DataReceive)の機

能によって,勘定系システムから情報系システムへデータを

自動引渡しする｡同時にそれを入力するユーザープログラム

を自動起動することで,勘定系データのタイムリーな検索を

可能とする｡

(2)プログラムレス化による大幅な工数削減

従来,DBの更新,検索,作表プログラムは個別に開発して

いたが,KINDS¶DB(KINDS-Data Base),KINDS一IR

(KINDS-InformationRetrieve)は,基幹データベースである

ⅩDM/SD(Extensible Data Manager/Structured

Database)を対象としたデータベースの更新などをパラメータ

定義に置き換えることによるプログラムレス化によって大幅

な工数削減を可能にしている｡

(3)還元帳票のレスペーパー化

証 券 シ ス テ ム

｢‾

l有価証券システム

‾‾‾｢

分 析
･ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

●ポートフォリオ分析

●スクリーニング分析

●クロス分析 など

●売買シミュレーション

●投資計画シミュレーション

●決算予想 など

事 務 処 理

●銘柄登録

●売買

●貸有,担保

●伝票,帳票作成

●配当金,利金入金

●期日管王里

●精査処理

●各種報告書作成

●償却,アモチ処理

+ + ________

理

l

___+
■■‾■■■■■■■■-‾■

｢

運 用 管 理

●残高管理

●照会･計算サービス

●取引管理

●損益管理

●各種還元資料作成
など

______._.___+

｢
■■■‾

‾
■■■`‾

‾‾ ‾ ‾ ‾

l登毒貴幸務システム

l

l

+_

●社債権者管理

●券蕃管理

●期日管理

●元利金支払場所管理

●移転,移記管理

●各種還元資料,
通知書作成 など

___+

図6 証券システムCARUS-F(Capab】eReso=rCeSfor Sec=ritiesa=dF==dsManagementSystem)の取扱い業務範囲 銀行の証券業務

のほとんどを網羅Lている｡
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本部業務処理システム

動･不動産管理
システム

用度品管理
システム

給与計算
システム

勘定系システム

勘定処理システム
(預金･融資)

外国為替
システム

証券システム

営業支援システム

取引先･未取引先
情報システム

■
一
-
●
-
■
+

経営管理支援システム

経費情報
DB

DATAPLANl

人事情報
D[〕

人事情報
システム

抽
出
･
集
約

営業店実績
DB

主要顧客
DB

)歩外情報
DB

事務量情報
システム

営業店予実績
情報システム

主要顧客
情報システム

ディレード

更新機能
テfィ レード
情報

専で笑話芸l

注:略語説明 MMC(Micro-Main什ame Connect旧∩)

図7 DATAPJAN2の概要

営管理支援システムである｡

勘定系システム

VOS3

TMS-4V/SP

KINDS-DS

連絡DB支援機能

[:] 製品化提供範囲

デ
ー
タ
集
約

デ
ー
タ
集
約

原価計算
DB

DATAPLAN2

経費予算
DB

ル伝送

本部OA 外部環境
情報DB

DATAPJAN2(Data-baseSystemforBankingmanagementP加【erS2)は,

ディレードシステム

VOS3

TMS-4V/SP

｢
一‾‾ ‾‾‾ ‾‾‾

‾‾‾‾‾｢

王 ジャーナルl/0支援! スケジュール管理情報

スケジューラ機能

----∈≡∋
(BMP空間)

S

D
S
/
D
R

ジャーナル

振分けBMP

(BMP空間)

ユーザー個別
BMP

(BMP空間)

はん用DB

更新検索支援

(KINDS-DB)

引継ファイル入出力支援

外部環境情報
システム

データ

集約

意思決定

支援システム

本部での各種の管理･計画業務を総合的に支援する経

VOS3

HOAPLINK

オンデマンドはん用

DB検索作表機能

(K州DS-+R)

マルチメディア

文書管理
メーリング

などOA機能

検索作表情報

登録DB

キャビネット

(計表登録)

引継

SAM

バッチシステム

FMB ×DM

×DM

(バッチ空間)

バッチはん用

DB更新
(KINDS-DB)

(バッチ空間)

バッチはん用

D8検索
(KINDS-DB)

H卜〕×

OFIS-DESK

OA機能
OFIS-PO+など

注:略語説明FINDS(FinancialAdvancedOn=neApplicatio[SupportProgram),UAP/+(]serApplicationJournal),FMB(FileMa=agerforBanks)

XDM(ExtendedDataMa〔ager),TMS-4V/SP(TransactionMa[agem即tSystem-4V/SystemProduct),【l-〕X(Hitach川nix)

OFIS-DESK(Officeautomationlnte…ge[CeSupportSoftware-DESK),OFIS-POL(OfficeProgramO‖entedLanguage)

HOAPLINK(High+eve川biectManagementa[dProcessingCommunicatio=L仙Controller)

KINDS(Kiny]州0rmationDataServer),KINDS-DS/DR(KINDS-DataSend/DataReceive)

図8 KINDSの概要 KINDSは情報システム構築を支援するシステムである｡
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VOS3/(ESl,SP21)

勘定系オンライン

システム

勘定系オフライン

システム

注:略語説明

+CA(Japa【Cha‥1StOre

Assoclat10nPrOtOCOり

BESTpc(全銀協準拠標準プロ

トコル)

FAX(ファクシミリ)

図9 HIBISC2の位置づけ

通信管理

TMS-4V

H旧ISC

FMB

加入者マスタ
ファイル

+
_ _

蓄積ファイル

CAPTAIN

端末

ANS巨R

パーソナル

コンピュータ

全銀プロトコル

+CA手順

BESTpc

ANSER手順

ANSERセンター

プッシュホン

一一一一

先
一

-
一
2
つ
一

取
叫一

一

｢
-

ホストコンピュータ

｢
■
-
■

暫
HIBISC2(HitachiBanklnglnformat10nServICeSyslemforCustomers2)は,

をサポートする金融機関向けAPPである｡

帳票作成のオンデマンド化を図り,還元帳票のレスペーパ

ー化を実現する｡

(4)システムOAとの連携

検索,作表した帳票をOFIS-POL(Officeautomationand

Intelligence support Software-Problem Oriented Lan-

guage)ファイルへ直接出力し,ワークステーション2050側の

OAソフトで直接処理加工ができる｡これにより,帳票データの

再入力オペレーションの省力化と情報の有効活用化が図れる｡

3.3 外部接続系システム

3.3.1HIBISC2(HitachiBankinglnformation Service

SystemforCustomers2)

本システムは,各種メディアを利用した情報サービス(テレ

ホンサービス,ファイル伝送サービス)をサポートする金融機

関向けアプリケーションパッケージである｡本システムによ

り,従来個別のシステムで運用されていたテレホンサービス,

ファイル伝送が一体化され,顧客の一元管理が可能となる

(図9)｡

主な特長を以下に記す｡

(1)容易な導入

豊富な機能,業務処理をパッケージとして提供

(a)テレホンサービス業務

資金移動,残高紹介,取引通知など

(b)ファイル伝送サービス業務

振込入金通知,入出金取引明細,給与振込など

(2)多種多様なメディア,プロトコルのサポート

(a)メディア:CPU(CentralProcessingUnit),パーソナ

ルコンピュータ,FAX(ファクシミリ),電話,ANSER

(Automatic answer Network System for Electrical

Request)パーソナルコンピュータ,CAPTAIN(Character

andPatternTelephoneAccessInformation)端末

(b)プロトコル:全銀協標準通信プロトコル,全銀協準拠

標準プロトコル,ANSER手順など
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⊂:::コ

パーソナル

コンピュータ

FAX

1

l

___+

各種サービスを利用Lた情報サービス

(3)運用効率の向上

(a)DB化による顧客の一元管理

(b)各種プロトコルによる回線の共用

(4)信頼性の向上

信頼性を重視した金融機関向け標準DB/DC(DB/Data

Communication)〔TMS-4V(Transaction Management

System-4V),FMB(FileManagerforBanks)〕の採用

切 結 言

以上のように,地域金融機関は都市銀行の第3次オンライ

ンシステム構築の披をアプリケーションパッケージの導入で

乗り切ろうとしている｡日立製作所はその波に向けて,アプ

リケーションパッケージ開発を推進してきた｡今後は更に,

顧客ニーズの変化や技術動向を的確に評価し,それに対応す

るア7Dりケーションパッケージ開発を推進し地域金融機関の

発展に貢献する考えである｡
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